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気候変動はもはや一大りスク
゛

気候変動は企業経営も大きく揺るが
し始めた。一刻も早い対処が求めら
れている。
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マイケル」は道路も破壊した
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""0 ぎた米朝の溝ιこ
韓国のラストチャンス
北朝・は2020年、米朝交渉に見りを付け、「新たな道」
に踏み出そうとしている。
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徐台教(0"カ・ボ"ψ栂.・)

朝蹴凱膿絵翻鎧
ている.2019年は朝鮮半島情'・が

下降線をたどり続けた1年だった。

北朝鮮はヨ2月、1CBM (大陸問弾道

ミサイル)に使うロケットエンジン

の実験も再開し、米国との問には「老

いぼれ』と「ロケットマン』と、、う
17年の米朝対立を象徴する言葉が

躍り始めている。「クUスマスイブ

にICBMを発射する」(韓国政府元高

官)と゛う指摘もある。

朝鮮半島情勢の山場は早々に訪れ

た。19年2月にべトナム0ハノイで

あった18年68に蘇《2度目の米朝
首脳会談で、全正恩朝鮮労働党委員

長とトランプ米大統領の問に期待さ

れた合意は不発。筆者の取材によ局

と、米朝の事前交渉で北朝鮮側が
ンピョン

寧辺キ亥施設の廃棄という力ードに触

れず、金委員長が会談で切り出した

ものの、米国にはこれを議論する準

備ができていなかったという。
ビョニ.,ン

だが、18年9月の平壌での南北首

ノー

ハノイでの2回目の米朝首脳会肢では合意への期待
=印19年2月

ムンシエイン

脳会談で、韓国の文在寅大統領と金

委員長は「寧辺核施設の永久的な廃

棄を行う用意がある」と合,:し、

の内は分かって゛た。問題は、

関係にある米朝関係に姻、、て、 歩

ずつ信頼構築を求める北朝鮮と、

全なる非核化という満額回答をまず

受け取りたい米国との問の溝が、果

てしな《深かりたということ島 こ

の構図は今なおそのままだ。

.
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「金'・1山は終わった」

^

結果として南北関係の改善力棚鮮半

島の非核化と平和体制の構築を引っ
張る「好循;・は失われた。

巳れを察した金委員長は、19年

元日の「新年の辞」で「開城工団と金

剛山観光を再開する用,二がある』七
さらに鰯足する。しかし、一旦はこ

れに応えられず、北朝鮮1.つぃに

19年90月、金剛山の韓国側施設を

撤去するよう伝える@韓国は金剛山

観光の再開を南北対話の糸口とした

かったが、北朝鮮に拒絶さた。「金

剛山は完全に終わった」という@)が

今や関係者の共通認識だ。そしてこの分かりきった課題を前

に、韓国政府の無力さが目立った。
こう古卑(

朝鮮半島情勢の謬着と悪化を決定づ

けたのはハノイだが、その火種は

18年10月にはすでに存在してぃた。

同年9月に3度目の南北首脳会談を
ケソン

終えたぱかりの文大統領は、「開城
クムガン

工業団地と金剛山観光事業の再開」

を指示したが、韓国政府内部で『米
国との共同歩調を乱す恐れがある」

としてこれを留保したという@)だ。

米韓健代わりに

18年伺月、「北朝

鮮非核化と南北交

流事業を取り巻く

意思疎通のため」

を理由七して、

局者による「米韓

ワーキンググルー

プ」を発足させた。

しかし、その実態

は韓国が米国に相

談なく単独行動を
B/ 11bot8
、,しないよう監視す

るものでしかなく、
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「天1刷」(地_・)の表示が残る南北間の非武装地帯(DM之。
の分断が固定北す局かどうかの爽な・・'・.=即19年@月

＼

いずれにせよ、金委員長か、19年4

月に宣言した米国との非核化交渉の
「年内期限」が迫る中、 20年に北朝

鮮は「新たな道」に踏み出すと見ら

れ、中露との協力強化をテコに経済

面の自力更生に乗り出す可能性か局

い。非核化交渉の動きは止まり、

北関係も停滞が続くことになるだろ

う。韓国メディアにはついに「南北

関係を損切りせよ」といった声まで

表れてぃる。

それでも韓国政府は12月7日、文

大統領とトランプ大統領の電話会談

の結果を伝える中で印寺が来れば分

かる」と妙な自信を見せてぃる。韓
J{ンムング.ム

国は19年6月、板門店で南北米の首

脳がそろい踏みする場面も演出し

た。南北関係の回復に向け、 yちる

の望みは残されてぃる。特に20年

前半は、朝鮮半島の未来を決定づけ

るラストチャンスになるだろう。
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妙な「自信」示す
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こ
雛
井

型
台
風
や
大
雨
が
首
都
圏
に

も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

当
時
気
象
庁
の
予
報
官
が

「
直
ち
に
命
を
守
る
行
動

を
!
」
と
テ
レ
ビ
で
迅
速
な

避
難
を
呼
び
か
け
、
台
風
上

陸
こ
合
わ
せ
て
首
都
圏
の
公

共
交
通
機
関
は
一
斉
に
計
画

運
休
す
る
な
ど
、
自
然
の
脅

威
が
社
会
経
済
に
甚
大
な
影

響
を
与
え
る
未
曽
有
の
レ
ベ

ル
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
た
人
も
少
な
く
な

い
だ
ろ
、
つ
。

す
で
こ
世
界
規
模
で
気
候

変
動
は
、
自
然
災
害
に
ょ
り

原
1
の
収
量
が
落
ち

る
、
台
風
な
ど
こ
よ
て
国

際
国
内
物
流
が
滞
る
、
熱
波

に
ょ
り
屋
外
業
が
で
き
な

く
な
る
、
工
場
や
設
備
が
被

害
を
受
け
る
、
そ
し
て
従
業
員
の
通
勤

が
困
難
に
な
る
、
な
ど
サ
プ
ラ
イ
チ
エ

ー
ン
(
商
品
な
ど
の
供
輪
)
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。
こ
、
つ
し

た
状
況
で
、
礎
経
営
や
、
籍
可
能

な
世
界
を
実
現
す
る
国
際
目
標
を
企
業

経
営
に
取
り
込
む
「
S
D
G
S
経
営
」

ひ
ょ
、
つ
ぼ
,
つ

を
霧
す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
筆
者
の
肌
感
覚
か
ら
は
、

そ
れ
ら
先
進
企
業
で
も
本
気
で
気
候
変

動
課
題
が
主
要
な
経
営
課
題
で
あ
る
と

い
う
認
識
で
社
内
が
一
致
し
て
い
る
の

は
少
数
派
だ
。
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
常
識

の
ま
ま
蛋
や
台
風
被
害
は
、
公
害
対

策
や
防
災
問
題
と
と
ら
え
、
棄
と
は

次
元
が
違
う
と
い
う
二
元
論
で
整
理
し

て
い
る
よ
、
つ
に
み
え
る
。

そ
う
し
た
常
識
を
大
転
換
さ
せ
る
動

き
が
出
て
き
て
い
る
。
 
2
0
1
9
年
Ⅱ

月
器
日
、
黒
田
轟
日
銀
総
裁
は
都
内

で
の
講
演
の
中
で
、
金
融
の
課
題
と
し

支
払
保
険
金
「
円
兆
円
」

2234149
長方形



^1世界経済総予 2020

目本国内で自然災害による損害保険の支払額は急増(兆円)
1.6 、

欧州では
襲われる
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出所旧本損害保険協会「近年の風水害等による支払保険金
調査結果(見込み含む)」より大和総研作成

り返し波に

(ドイツ)

2018年に経済損失が大きかった10大自然災害

発生時期
支払保険金;員舌客百

億ドル 億ドル

00225018年に発生した自ハ、災

米ハリケーン・マイケル 10017010月10~12日

2 ハリケーン・フローレンス 米国 9月13~18日 150 53

カリフォルニア山火
米国 10 120椚月3

(キャンブ・ファイア)

4 台風21号 日本 130 859月4~5日

日本57 100月2~8日 27

中央・6 干ばつ 390北ヨーロソパ

オセアニア、9月10~18日 607 台 22号 13
東ジ

8 洪水 中国 58 4フ~9月

カリフォルニア山火
米国 581月 49

(ウーj ジー・ファイア)

10 台風18号 中国 8月16~19日 54 3

出所)米保険会社工ーオン「wea血er. climate & cataS廿Ophe bsight,2018 A血Ual R即ort、AON」より大和
船研作成
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(左)知1咋10月の台風19号の' み上げ

'られた大の災ごみ=長野市
C下)台風1腸では長野市にある北陸新幹線の
車両センターも水没した

て
気
候
関
連
り
ス
ク
に
言
及
し
た
。
報

道
に
ょ
れ
ぱ
、
「
自
然
災
害
が
資
産
得

き
そ
ん

の
下
落
や
担
儒
値
の
毅
損
に
つ
な
が

:
」

る
可
能
性
が
あ
り
、
関
連
り
ス
ク
が
金

融
機
関
の
大
き
な
課
題
と
な
る
可
稗

も
あ
る
と
し
、
そ
の
郭
に
つ
い
て

十
分
な
調
査
・
分
析
の
必
要
が
あ
る
と

の
考
え
を
示
し
た
」
の
で
あ
る
。

日
本
国
内
で
は
璽
と
金
を
結
び

付
け
た
画
期
的
な
コ
メ
ン
ト
だ
と
思
、
つ

が
、
す
で
に
世
界
の
金
融
界
で
は
気
候

変
動
は
経
済
り
ス
ク
と
い
う
こ
と
は
常

識
で
あ
る
。
主
要
国
の
金
当
局
で
つ

く
る
金
融
安
定
量
=
(
F
S
旦
は
、

「
気
候
変
動
関
連
情
報
は
も
は
や
財
務

リ
ス
ク
で
あ
る
」
と
し
て
、
気
候
変
動

関
連
財
務
報
の
開
示
に
つ
い
て
の
専

門
組
織
を
立
ち
上
げ
、
玲
年
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
築
。
企
業
に
対
し
て
気
候

変
動
関
連
の
機
会
と
り
ス
ク
の
開
示
を

求
め
始
め
て
い
る
。

国
際
通
貨
基
金
(
1

M
F
)
は
W
年
W
月
、

各
国
の
財
務
相
に
対

し
、
財
政
荏
で
気
候

変
動
の
緩
和
の
取
り
組

み
、
特
に
力
ー
ボ
ン
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
(
炭
素
の

ー
け
)
導
入
を
促

す
声
明
を
発
表
し
た
。

蛋
問
題
と
曾
器

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
金

業
界
の
認
識
を
こ
の

よ
う
に
転
換
さ
せ
る
自

然
災
害
の
規
模
と
は
ど

選
ヘ

無

一
、

ノ
ノ

'
瓢
遜

億
人
の
住
民
が
、
行
政
課
題
と
し
て

気
候
変
動
問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
気

候
非
{
争
態
宣
言
に
署
名
し
て
い
る
。

君
国
に
は
英
国
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
含

ま
れ
、
日
本
か
ら
は
長
管
塗
官
岐
市
が

W
年
9
月
に
第
1
号
と
し
て
署
名
し
、

長
野
旨
将
や
長
野
県
な
ど
男
す

る
自
治
体
が
相
次
い
で
い
る
。

従
来
「
1
0
0
年
に
1
度
」
な
ど
と

い
わ
れ
て
き
た
巨
大
災
害
の
発
生
は
、

気
候
変
動
の
激
化
に
ょ
り
日
常
茶
祭

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
問
パ
ネ
ル
(
1
P
C

C
)
に
ょ
る
と
産
業
器
以
前
と
比
較

し
て
、
船
S
巧
年
の
世
界
の
気
温
は
平

の
ぐ
ら
い
な
の
か
。

米
保
険
会
社
工
ー
オ
ン
に
ょ
る
と
、

玲
年
の
自
然
災
害
の
損
圭
羅
額
は
2
2

5
0
偉
"
(
鼎
兆
円
)
、
支
嘗
金

は
9
0
0
億
"
(
約
W
兆
円
)
に
も
の

ぽ
っ
た
(
表
)
。
損
害
が
5
0
0
0
億
円

を
超
え
る
巨
大
災
害
は
世
界
各
地
で
起

き
て
お
り
、
特
に
ト
ッ
プ
5
の
損
害
は

1
0
0
億
"
(
約
1
 
・
 
1
兆
円
)
を
超

え
て
い
る
。

日
本
国
内
で
合
然
災
害
匝
震
を

梦
)
の
俊
金
支
払
額
は
1
9
8
0

均
で
0
 
・
釘
度
(
陸
域
は
ー
・
脇
度
)

上
昇
し
た
。
 
0
 
・
釘
度
の
上
昇
で
こ
れ

だ
け
の
被
害
が
出
て
い
る
が
、
 
1
P
C

C
で
は
こ
の
ま
ま
だ
と
号
て
釦
S
認

年
の
間
に
気
温
は
ー
・
5
度
上
昇
す
る

と
予
想
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
の
気
候
変
動
は
何
を
も
た

ら
す
の
か
。
一
段
の
海
面
上
昇
に
ょ
り

禦
部
の
士
地
が
張
し
た
り
、
高
潮

に
遭
う
り
ス
ク
が
増
え
る
0
 
世
界
各
地

で
大
規
模
な
洪
水
や
巨
大
台
風
被
害
が

増
加
す
る
。
極
端
な
気
象
現
象
(
大
雪

や
ひ
ょ
、
つ
、
竜
巻
や
突
風
)
が
都
市
イ

ン
フ
ラ
を
諾
停
止
さ
せ
る
。
.
熱
波
は

都
心
部
の
貧
困
層
な
ど
の
死
亡
や
疫
病

を
増
加
さ
せ
、
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
や
豪
シ
ド
ニ
ー
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
山
火
李
引

き
起
こ
す
。
気
温
上
昇
や
干

ば
つ
、
洪
水
な
ど
は
農
茎

ワ

産
に
損
害
を
与
え
る
。
海
水

の
酸
性
化
や
温
暖
化
は
海
洋

生
態
香
破
壊
す
る
0
・
こ
れ

ら
現
象
は
す
で
に
発
生
し
て

い
る
が
、
温
暖
化
の
進
行
で

さ
ら
に
激
化
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。そ
の
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク

ト
は
ど
の
く
ら
い
か
0
 
1
P

C
C
は
、
ー
・
5
S
2
度
の

気
温
上
昇
に
ょ
り
、
世
界
全

体
で
熨
兆
S
諦
兆
才
の
経
済

粍
か
ら
W
年
ご
ろ
ま
で
年
間
舌
2

0
0
0
億
円
以
下
で
推
移
し
て
い
た

゛
、
、
が
、
日
本
損
生
食
零
に
ょ
る
と
直

近
5
年
で
大
き
く
増
加
し
、
玲
年
の
支

払
額
は
ー
・
5
兆
円
超
と
過
去
喬
に

な
っ
た
(
図
)
。

璽
に
配
慮
し
た
投
資
な
ど
を
促
進
す

る
金
の
グ
リ
ー
ン
化
を
目
指
し
て
い

る
。
 
E
S
G
 
(
璽
・
社
会
・
ガ
バ
ナ

ン
ろ
投
資
を
發
す
る
国
連
主
導
の

責
黛
資
原
則
の
君
機
関
は
2
7
6

3
 
(
N
年
口
月
9
日
時
点
)
に
上
り
、

玲
年
9
月
に
は
そ
の
銀
行
版
「
国
連
責

任
銀
行
原
則
」
が
1
3
1
行
の
零
で

発
足
し
た
。
気
候
変
動
鞭
は
こ
れ
か

ら
投
融
資
判
断
の
要
と
な
る
。
経
営
戦

略
と
し
て
の
脱
炭
素
の
袈
化
と
気
候

変
動
り
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
即
年
以

降
は
企
1
の
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

損
失
を
予
想
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
は
、
気
候
変
動

リ
ス
ク
の
対
応
に
失
敗
す

る
と
即
兆
゛
の
損
害
を
も

た
ら
す
と
試
算
。

日
本
の
国
立
璽
研
究

所
を
中
心
と
し
た
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
幻
嘉
末
ま

で
に
最
驫
観
的
な
ケ
ー

ス
で
世
界
の
G
D
P
 
(
国

内
総
生
産
)
の
3
 
・
 
9
S

8
・
6
%
に
相
当
す
る
被

害
を
も
た
ら
す
と
予
想
。

楽
観
的
シ
ナ
リ
オ
の
坐
口

^
0
・
4
S
1
・
2
%
^

抑
え
ら
れ
る
可
程
を
示

唆
し
て
い
る
。
気
候
変
動

が
経
済
を
大
き
く
左
右
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
「
1
 
・
 
5
度
上
昇
」

今
や
地
球
温
暖
化
は
操
で
は
「
気

候
危
機
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
世
界
の

1
2
1
6
の
政
府
や
自
治
体
(
計
約
8

C
O
.
排
出
は
過
去
最
高

玲
年
の
C
0
2
排
出
量
は
過
去
最
高

と
な
り
、
大
気
中
の
濃
度
も
上
昇
中
で

あ
る
。
国
連
璽
計
画
は
暴
の
取
り

組
み
で
は
パ
リ
璽
の
目
標
(
産
業
革

命
か
ら
の
気
温
上
昇
を
2
度
喬
に
と

ど
め
る
)
達
成
は
困
難
と
警
告
し
た
。

Ⅱ
年
に
欧
州
の
主
要
実
銀
行
が
設
立

し
、
日
銀
も
参
加
す
る
「
気
候
変
動
リ

ス
ク
等
に
係
る
金
融
当
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
気
候
変
動
を
金
融
り
ス
ク
と
し
、

、
暖
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